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写真で巡る、北欧ひとり旅。説明なく、いろいろ想像していただくのも、ありかと・・・ 
旅⽴ち前の楽しみ、旅の道中での現場体感、帰国後の整理も楽しみ。 

⽬をつぶると、⾊あせずに、残っているものもある。何かのきっかけで、時を経て、 
 
 
 

 
 
 
 

旅の楽しみ⽅、⼈それぞれ。親⽗殿の旅模様や回顧録が、役⽴っている。 
今⽇の原点の⼀つかと思う。反発反抗、今は感謝しかない。 

いいように解釈して、いい思い出は⼼の財産。こんな⼈⽣になるとは、想定外。 
夢追⼈であり、現実主義。今から先の、⼈⽣の厳しさは覚悟している。 

な〜んちゃって、時代遅れの、野暮な表現。 
迷惑をかけないなら、昭和⽣まれには昭和⽣まれの⽣き⽅がある。 

今さら変えられない。 


